
教　科 科　目 4 単位

使用教材

学期 予定時数

３
学
期

令和３年度　　　年間授業計画

単元・指導内容（章・節・項）

１
学
期

２
学
期

コミュニケーション英語Ⅲ

東京都立科学技術高等学校

外国語

共通テスト10分リスニングプレノート、共通テスト英語40分プレノート、Be English Grammar 28

授業担当者

LANDMARK Fit English Communication Ⅲ

３学年

具体的な指導目標

入試対応期間

使用教科書

LANDMARK Fit English
Communication Ⅲ
Lesson1 Enperor Penguins
Lesson2 Caffine
Lesson3 Blood is Blood
Lesson4 Biomimetics

Be English Grammar 28
Lesson21　関係詞
Lesson22　比較（1）
Lesson23　比較（2）
Lesson24　仮定法（1）
Lesson25　仮定法（2）
Lesson26　構文（1）
Lesson27　構文（2）
Lesson28　話法

LANDMARK Fit English
Communication Ⅲ
Lesson5 Communication
Without Words
Lesson6 Christmas Truce
Lesson7 Political
Correctness
Lesson8 Global Water Crisis

共通テスト英語40分プレノー
ト
第1回 情報読み取り問題
第2回 情報整理問題
第3回 比較読解問題
第4回 物語文読解問題

目標
情報化社会に対応するため、相手の文化背景を踏まえたうえで、相手の発言の意図を迅
速に理解できるようにする。また、自分の考えに理由や根拠を加え論理的に説明するな
ど、積極的に発信しようとする姿勢を身に付ける。

評価の観点・方法

定期テスト
パフォーマンステスト
小テスト
週末課題
平常点（提出物など）
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定期テスト
パフォーマンステスト
小テスト
週末課題
平常点（提出物など）
 
 
 
 
 
 
 

定期テスト
パフォーマンステスト
小テスト
週末課題
平常点（提出物など）

28

①４技能を意識した活動を多く取り
入れ、総合的な学力の定着を目指
す。
②基礎的な文法を用いて、CEFRA1～
A2レベルの文章を読めるように指導
する。
③生徒の苦手意識を払拭できるよ
う、解説等は英語と日本語を織り交
ぜた指導を行う。
④音読を家庭学習の課題として課
す。
⑤情報処理能力を向上させるため、
速読・多読を主として演習してい
く。
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